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中学校国語科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

その他、チャット機能等のコミュニケーションツールを活用することも可能です。

【StuDX Style関連事例】

意見文を書く際には、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にすること
が大切です。根拠を明確にするためには、まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基
づいたものであるかを確かめることが必要です。また、分かりやすい文章にするために、
読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだすことも大切
です。その際、読み手は、書き手の目的と意図を理解した上で、単なる印象ではなく、
具体的な記述を取り上げて助言などをすることが重要です。

意見文などの文章を書く学習場面で、１人１台端末を活用し、文書作成ソフトを
使うことで、構成の検討や推敲が手書きよりも手軽にできるだけではなく、検討の過程
を記録に残すことができます。また、読み合って助言する際にコメント機能を活用する
ことで、双方向のやりとりを繰り返すことが容易になります。教師も、検討の過程の記
録やコメントの履歴を見て、それぞれの生徒の学習過程を確認することができるので、
個別の指導を丁寧に行うことが可能になります。

❷ グループで【意見文の下書きとコメントの例】を読み、石田さんと山口さんのコメントに
ついて検討する。

❸ 各自でノートに修正案を書き、グループで交流する。

❹ 学習を振り返る。 （一部省略）

コメント機能を活用した学び合いの活性化
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チャット機能で情報共有
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【使用するソフト（例）】

OS標準の
文書作成ソフト
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